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堀
▼
清
水
病
院
は
、本
市
の
地
域
医
療
を
支
え

る
中
核
的
な
公
立
病
院
と
し
て
、特
に
救
急
医

療
や
小
児
・
周
産
期
医
療
な
ど
、民
間
で
は
担

い
に
く
い
政
策
的
医
療
を
提
供
す
る
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。  

▼
し
か
し
、令
和
の

時
代
は『
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
』と
呼
ば
れ
る
変
動
性
・
不

確
実
性
・
複
雑
性
・
曖
昧
性
を
特
徴
と
す
る
時

代
で
あ
り
、多
く
の
公
立
病
院
が
経
営
環
境
の

急
激
な
変
化
に
直
面
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

静
岡
新
聞（
十
月
四
日
付
）で
は
、静
岡
県
立
病

院
機
構
が
令
和
五
年
度
決
算
で
初
の
赤
字
に

転
じ
た
と
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。物
価
上
昇
や
職

員
給
与
の
見
直
し
、薬
剤
費
の
高
騰
、さ
ら
に

は
電
子
カ
ル
テ
更
新
費
用
の
負
担
が
重
な
っ

た
こ
と
が
主
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。清
水
病
院

も
同
様
の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。  

▼
さ
ら
に
、来
年
度
に
は
清
水
さ
く

ら
病
院
が
Ｊ
Ｒ
清
水
駅
直
結
の
形
で
移
転
・
開

院
す
る
予
定
で
あ
り
、医
療
提
供
体
制
の
効
率

化
や
機
能
分
化
の
進
展
に
よ
り
、清
水
地
域
全

体
の
保
健
医
療
体
制
に
変
化
が
生
じ
る
と
と

も
に
、清
水
病
院
の
経
営
に
も
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

堀
▼
清
水
病
院
は
令
和
五
年
度
決
算
で
十
二

億
円
を
超
え
る
赤
字
を
計
上
し
、令
和
六
年
度

に
は
当
初
予
定
の
五
億
八
千
万
円
を
大
幅
に

上
回
る
九
億
円
の
一
般
会
計
か
ら
の
補
填
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。経
営
計
画
で
は
令
和

八
年
度
に
赤
字
補
填
の
解
消
、令
和
十
二
年
度

ま
で
に
地
方
独
立
行
政
法
人
化
を
目
指
す
方

針
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、多
く
の
経
営
指
標

が
目
標
に
届
い
て
お
ら
ず
、黒
字
化
の
達
成
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で
す
。こ
の
背
景
に

は
外
的
要
因
や
構
造
的
課
題
、人
口
減
少
に
よ

る
地
域
医
療
需
要
の
変
化
が
あ
り
、計
画
の
実

現
に
は
困
難
が
伴
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、地

域
医
療
を
担
う
公
立
病
院
と
し
て
、黒
字
化
に

向
け
た
努
力
を
一
歩
一
歩
進
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

市
長
▼
令
和
五
年
度
決
算
で
清
水

病
院
の
実
質
赤
字
は
約
十
二
億
円
、

六
年
度
も
赤
字
拡
大
が
見
込
ま
れ
、

八
年
度
末
の
実
質
黒
字
達
成
は
現

状
で
は
困
難
。地
域
の
中
核
病
院
と

し
て
経
営
を
続
け
る
必
要
が
あ
る

一
方
、従
来
の
延
長
線
上
の
取
り
組

み
で
は
改
善
は
不
可
能
で
あ
り
、抜

本
的
な
対
策
が
急
務
。  

▼
八
月
か

ら
経
営
改
革
実
績
の
あ
る
外
部
専

門
家
を
医
療
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
招
き
、助
言
を
受
け
て
い
る
。助

言
内
容
は
、平
均
在
院
日
数
短
縮
や

新
規
入
院
患
者
増
加
の
取
り
組
み
、

患
者
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
病
棟
運

用
の
見
直
し
な
ど
を
進
め
て
お
り
、

具
体
案
を
作
成
中
。  

▼
ま
た
、看
護

師
確
保
を
目
的
と
し
た
業
務
改
善

に
つ
い
て
、清
水
病
院
と
関
係
局
に

よ
る
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
十
月
に

立
ち
上
げ
、医
療
Ｄ
Ｘ
を
含
め
た
業
務
フ
ロ
ー

改
善
策
を
検
討
中
。十
二
月
か
ら
は
新
た
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
長
を
任
命
し
、経
営
改
革

を
強
力
に
推
進
す
る
。  
▼
外
部
の
知
見
を
積
極

的
に
活
用
し
、庁
内
の
強
力
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

体
制
を
整
え
る
こ
と
で
、従
来
の
枠
組
み
に
と

ら
わ
れ
な
い
抜
本
的
な
収
支
・
業
務
改
善
を
計

画
的
か
つ
迅
速
に
実
施
し
、早
期
の
実
質
黒
字

化
を
目
指
す
。

堀
▼
令
和
五
年
度
決
算
報
告
に
よ
る
と
、救
急

医
療
の
受
け
入
れ
体
制
強
化
が
一
定
の
成
果

を
上
げ
、収
益
向
上
に
も
寄
与
し
ま
し
た
。清

水
地
域
で
唯
一
、内
科
・
外
科
・
小
児
科
す
べ
て

の
二
次
救
急
医
療
を
担
う
病
院
と
し
て
、救
急

医
療
の
充
実
は
重
要
で
す
が
、医
療
ス
タ
ッ
フ

の
負
担
増
や
設
備
投
資
に
伴
う
経
営
的
リ
ス

ク
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
取
組
を
適

切
に
検
証
し
、さ
ら
に
効
果
を
高
め
る
具
体
的

な
方
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
▼
救
急
受
け
入
れ
件
数
の
増

加
を
目
指
し
、軽
症
か
ら
重
症

ま
で
幅
広
く
受
け
入
れ
る「
断

ら
な
い
救
急
」を
進
め
て
き
た
。

救
急
搬
送
を
受
け
入
れ
ら
れ
な

か
っ
た
事
例
を
検
証
し
、改
善

を
図
っ
た
結
果
、令
和
元
年
度

の
応
需
率
は
七
七
．四
％
か
ら

令
和
五
年
度
に
は
八
五
．一
％

に
上
昇
し
、救
急
受
け
入
れ
件

数
も
二
七
三
七
件
か
ら
三
六
八

五
件
に
増
加
し
た
。

堀
▼
清
水
病
院
で
は
看
護
師
不
足
が
深
刻
化

し
、病
棟
の
閉
鎖
や
稼
働
病
床
数
の
減
少
が
病

院
運
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

解
決
に
は
地
域
住
民
や
看
護
学
校
と
連
携
し
、

地
元
で
人
材
を
育
成
・
確
保
す
る
取
組
が
必
要

で
す
。ま
た
、勤
務
条
件
の
柔
軟
化
や
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
向
上
を
図
り
、働
き
や
す
い

職
場
づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
で
す
。ま
た
、他
の

病
院
の
成
功
事
例
を
参
考
に
、清
水
病
院
独
自

の
柔
軟
な
人
材
確
保
策
を
導
入
す
る
こ
と
も

重
要
で
す
。

市
▼
静
岡
県
看
護
協
会
や
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
、看
護
師
情
報
サ

イ
ト
を
活
用
し
て
求
人
情
報
を

発
信
。看
護
師
養
成
施
設
へ
の

訪
問
や
Ｐ
Ｒ
冊
子
の
配
布
、就

職
説
明
会
へ
の
参
加
、看
護
実

習
生
の
受
け
入
れ
も
行
う
。イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
平
日
だ
け

で
な
く
休
日
も
開
催
し
、採
用

試
験
は
例
年
四
月
に
加
え
、七

月
か
ら
月
一
回
実
施
し
て
い
る
。離
職
中
や
転

職
希
望
の
看
護
師
に
向
け
、紹
介
業
者
を
活
用

し
た
募
集
も
強
化
し
た
。

堀
▼
清
水
病
院
の
看
護
師
の
皆
さ
ん
か
ら

伺
っ
た
話
で
は
、教
育
体
制
の
不
十
分
さ
、病

棟
間
の
業
務
量
格
差
、業
務
分
担
化
の
遅
れ
が

課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、医
療

安
全
室
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
を
兼
任
し
て

い
る
現
状
で
は
十
分
な
対
応
が
難
し
く
、『
必

要
と
さ
れ
て
い
る
』と
感
じ
ら
れ
る
仕
組
み
も

不
十
分
で
あ
る
た
め
、ス
キ
ル
を
持
つ
看
護
師

の
定
着
を
妨
げ
て
い
る
と
の
声
が
あ
り
ま
し

た
。優
秀
な
人
材
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

看
護
師
の
声
を
反
映
す
る
仕
組
み
を
整
え
、現

場
の
課
題
を
迅
速
に
把
握
し
、効
果
的
な
解
決

策
を
講
じ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

市
▼
看
護
師
の
離
職
防
止
を
目

的
に
、今
年
六
月
か
ら
幹
部
主

導
で
看
護
業
務
改
善
活
動
を
始

め
た
。教
育
、業
務
改
善
、環
境

改
善
の
三
分
野
で
委
員
会
を
組

織
し
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通

じ
て
課
題
を
抽
出
し
、解
決
策

を
検
討
し
て
い
る
。成
果
と
し

て
、課
題
の
見
え
る
化
が
進
み
、

職
員
間
の
認
知
が
広
が
っ
た
。

具
体
例
と
し
て
、入
院
患
者
の

食
事
変
更
に
関
す
る
医
師
確
認

業
務
を
管
理
栄
養
士
に
移
行
す

る
タ
ス
ク
シ
フ
ト
が
実
現
し
て

い
る
。

堀
▼
清
水
病
院
は
築
三
六
年
を
迎
え
ま
し
た
。

市
民
が
安
心
し
て
質
の
高
い
医
療
を
受
け
ら

れ
る
環
境
を
維
持
す
る
た
め
、計
画
的
な
維
持

管
理
と
更
新
が
必
要
で
す
。こ
れ
ま
で
改
修
に

取
り
組
み
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
が
、さ
ら

な
る
長
寿
命
化
に
は
適
切
な
進
捗
管
理
と
時

代
に
即
し
た
見
直
し
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

経営計画で掲げる令和八年度末の実質黒字達成
の実現可能性と、その達成に向けた取組は？Q1

受診療収益増加策としての
救急受け入れ態勢強化の具
体的な取組と成果は？

Q2

経
営
の
効
率
化
と

財
政
健
全
化
に
つ
い
て

は
じ
め
に

令和6年11月28日

静岡市立清水病院の
持続可能な
運営の在り方

人
材
確
保
と
働
き
や
す
い

職
場
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

施
設
お
よ
び
設
備
の

計
画
的
な
更
新
に
つ
い
て

看護師の採用に向
けた具体的な人材
確保策は？

Q3

看護師の離職防止に向け、職員の
声を反映した環境整備の取組と成
果は？

Q4
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市
▼
施
設
お
よ
び
設
備
の
長
寿
命

化
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、二
〇

一
五
年
か
ら
二
〇
一
九
年
に
か
け

て
九
病
棟
や
給
排
水
衛
生
設
備
の

改
修
を
完
了
。そ
の
後
も
老
朽
化

や
不
具
合
の
影
響
を
考
慮
し
、改

修
の
優
先
順
位
を
決
定
し
な
が
ら

効
率
的
か
つ
経
済
的
な
更
新
を
継

続
し
て
い
る
。  
▼
令
和
五
年
度
に

は
病
棟
の
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
設
備
を

更
新
し
、カ
メ
ラ
映
像
に
よ
る
見

守
り
シ
ス
テ
ム
を
追
加
す
る
こ
と

で
業
務
の
効
率
化
を
実
現
。  

▼
令

和
六
年
度
に
は
手
術
室
や
外
来
エ

リ
ア
の
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
電
話

交
換
機
の
更
新
を
行
い
、電
力
使

用
量
の
削
減
や
市
民
対
応
の
効
率

化
を
図
っ
て
い
る
。  

▼
今
後
は
、

防
災
関
連
の
電
気
設
備
や
空
調
設

備
の
更
新
、令
和
12
年
度
ま
で
に
全
館
の
照
明

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
計
画
を
進
め
、計
画
的
な
改

修
を
続
け
て
い
く
。

堀
▼「
2
0
4
0
年
問
題
」は
、団
塊

ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
高
齢
者
と
な
る
こ

と
で
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
需
要

が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
一
方
、労
働
人

口
の
減
少
に
よ
る
地
域
医
療
・
介
護

体
制
の
維
持
が
困
難
に
な
る
課
題
で

す
。こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、厚
生
労

働
省
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

早
期
構
築
を
推
進
し
て
お
り
、医
療
・

介
護
・
生
活
支
援
が
一
体
と
な
っ
た

連
携
体
制
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。私
は
、清
水
病
院
が
そ
の
中
心

的
役
割
を
果
た
し
、地
域
医
療
・
介
護

の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と

で
、市
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
環
境
を

整
備
し
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

市
▼
診
療
所
や
介
護
施
設
と
の
連

携
強
化
に
力
を
入
れ
て
い
る
。清

水
医
師
会
所
属
の
診
療
所
を
訪
問

し
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
て

各
診
療
科
医
師
の
紹
介
や
事
前
予

約
方
法
を
伝
え
る
取
組
を
行
っ
て

い
る
。ま
た
、病
院
長
が
直
接
訪
問

す
る
こ
と
で
、地
域
の
診
療
所
と

の
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
る
。さ

ら
に
、診
療
所
か
ら
紹
介
さ
れ
た

患
者
専
用
の
窓
口
を
設
け
、受
診

後
の
診
療
結
果
や
治
療
方
針
を
診

療
所
に
共
有
す
る
こ
と
で
、ス

ム
ー
ズ
な
連
携
治
療
を
実
現
し
て

い
る
。  

▼
介
護
施
設
に
対
し
て

は
、施
設
訪
問
を
通
じ
て
受
診
方
法
を
案
内

し
、入
所
者
の
受
け
入
れ
を
迅
速
に
行
え
る
体

制
を
整
え
て
い
る
。こ
れ
ら
の
取
組
の
成
果
と

し
て
、紹
介
率
は
今
年
度
七
八
％
と
な
っ
た
。

堀
▼
医
療
Ｄ
Ｘ
の
視
点
の
強
化
を
提
案
し
ま

す
。Ａ
Ｉ
診
断
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、電
子

カ
ル
テ
の
高
度
化
、オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
推
進

は
、医
療
の
効
率
性
向
上
や
患
者

利
便
性
向
上
に
大
き
く
寄
与
す
る

施
策
で
す
。   

▼
ま
た
、ソ
フ
ト
面

の
改
善
も
重
要
で
す
。か
つ
て
清

水
病
院
に
問
い
合
わ
せ
た
際
、電

話
対
応
の
配
慮
や
案
内
に
改
善
の

余
地
を
感
じ
ま
し
た
。接
遇
研
修

や
マ
ニ
ュ
ア
ル
見
直
し
、利
用
者

満
足
度
の
定
期
評
価
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。  

▼
次

に
、S
N
S
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を

活
用
し
た
情
報
発
信
の
充
実
を
要

望
し
ま
す
。清
水
病
院
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
物
の
内
容
は
充
実

し
て
い
ま
す
が
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
更
新

が
滞
っ
て
い
ま
す
。

▼
今
回
の
質
問
を
準
備
す
る
中

で
、か
つ
て
清
水
病
院
を
巡
る
問

題
に
よ
り
深
い
悲
し
み
や
苦
し
み

を
抱
え
て
い
る
知
人
の
声
に
心
を

寄
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。こ
の
経

験
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、地

域
に
愛
さ
れ
、信
頼
さ
れ
る
病
院

と
し
て
発
展
す
る
こ
と
を
心
よ
り

期
待
し
て
い
ま
す
。

施設及び設備の長寿命化にかかる取組の実施状
況と今後のスケジュールは？Q5

02

地
域
連
携
の
強
化
に
つ
い
て

★
堀
か
ら
清
水
病
院
へ
の
意
見
要
望

診療所や介護施設との連携強化の
取組と成果は？Q6

移住者住宅確保応援事業について

堀努が委員長を務める静岡市議会総務委員会において、12月4日に審議された内容の一部をご紹介いたします

日本平周辺環境調査事業について
過去10年間で毎年平均約500人の人口が転出（社会減）。
独自推計では、2050年に約49万人まで人口減少が見込まれる。

若者や子育て世帯の移住を支援し、転入増加による持続可能な都市の実現を目指す。

39歳以下、または18歳未満の子どもを帯同する県外からの移住者。

移住前に県外で5年以上生活し、正規雇用、テレワーク、個人事業開始のいずれかに
該当。

対象経費：家賃、住宅購入、実家改修費。
補 助 率：通常1/2、特定地区（旧安倍6村、両河内地区）は3/4。
上 限 額：東京圏から移住：単身60万円、世帯100万円（子ども1人につき+100万円、
　　　　  上限400万円）。他地域から移住：上記の1/2（上限200万円）。

転入基準日：令和7年1月1日以降。申請開始日：令和7年2月3日。

移住後3年以内に転出：補助金全額返還。5年以内に転出：補助金半額返還。

背　　景

目　　的

対 象 者

条　　件

支援内容

受付日程

注意事項

日本平エリアの自然環境を調査し、保全と活用の
バランスを考える事業。費用は3000万円で静岡市
の予算から実施。期間は令和7年1月から令和8年
12月までの2年間で、範囲は約71ヘクタール（東京
ドーム約15個分）。

日本平は国内外から注目される観光地であり、地
域経済を支える重要な資源。しかし、「日本平・三
保松原県立自然公園」の特別地域として自然環境
保全が必須。そのため、静岡市は持続可能な形で
地域価値を高める方針のもと、この調査を進める

自然環境を守りつつ、日本平を観光資源として活
用し、地域経済の活性化を目指す。

希少な猛禽類（オオタカ、サシバ）の生息状況を調
査し、保全策を検討。2年間で繁殖期（2～8月）を中
心に定点観測を実施。

事業概要

背　　景

目　　的

調査内容

住宅確保応援補助金
200万円

移住・就業補助金
200万円

空き家改修等補助金
200万円 最大600万円

例   東京23区内から3人世帯（夫婦、子ども1人）が、空き家を改修して移住した場合

住宅確保応援補助金

　補助額 ①東京圏からの移住・・・・・・・ 単身60万円、世帯100万円、子ども加算100万円/人 上限400万円 ②東京圏以外からの移住・・・ 単身30万円、世帯  50万円、子ども加算  50万円/人 上限200万円

静岡市移住・就業補助金
　対　象 東京23区内に居住または通勤していた者（その他条件あり）
　補助額 単身60万円、世帯100万円、子ども加算100万円/人  上限なし

空き家改修等事業費補助金
　対　象　子育て世帯、移住者など
　補助額　上限200万円

内科／腎臓内科／神経内科／呼吸器内科／消化器
内科／循環器内科／糖尿内科／小児科／精神科／
外科／整形外科／脳神経外科／呼吸器外科皮膚科
／形成外科／泌尿器科／産婦人科／乳腺外科／消
化器外科／血管外科／眼科／耳鼻咽喉科／口腔外
科／リハビリ科／放射線診断科／放射線治療科／
麻酔科／病理診断科／救急センター

名　　称 静岡市立清水病院
所 在 地 〒424-8636 静岡県静岡市清水区宮加三1231
開 設 年 昭和8年10月
運営形態 公立病院（静岡市が運営）
病 床 数 463床

診療科目
  （29科）


